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平成１９年度予算の執行状況（平成２０年３月３１日現在）
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 財政課　�４４３－２１４６

一 般 会 計

支 出 済 額収 入 済 額予 算 額
１，４６３億　４１０万円１，４９５億　５０８万円１，７６２億９，６４３万円

富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富富山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山山市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市ののののののののののののののののののののののののののののの財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政政状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況富山市の財政状況
人４１７，２８２人口
世帯１５６，７７４世帯
�１，２４１．８５面積

（平成２０年３月３１日現在）

　平成20年３月31日現在の財政事情を表とグラフでお知らせします。
　平成19年度予算は、本市の総合計画がスタートする最初の年度の予算であることから、総合計画に
盛り込んだ各種施策を着実に推進するため、総合計画の５分野のまちづくりの目標を重点テーマに掲
げており、この予算をもとに、県都として、また、日本海側有数の中核都市として、未来に向かって大き
く発展し、市民一人ひとりが将来に希望が持てるよう、各種事業に取り組んでまいりました。
　これらの執行にあたっては、限られた財源で最大の効果があがるよう、適正かつ効率的に行い、
市民福祉の向上に努めています。
　なお、市の出納は５月31日に締め切りますので、多少の未執行分を残しています。
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特 別 会 計

支出率支　出　済　額収入率収　入　済　額予　　算　　額会　　　　計　　　　名
８０％１億７，１２４万円７２％１億５，５１９万円２億１，４１７万円ケ ー ブ ル テ レ ビ 放 送 事 業
７０％８，３７８万円９９％１億１，９８１万円１億２，０５３万円電 気 通 信 事 業
１００％２４９億２，１７０万円１００％２４９億２，１７０万円２４９億４，６８９万円公 債 管 理
７６％４億５，１０６万円９７％５億７，７５３万円５億９，５８６万円駐 車 場 事 業
９５％３，６１５万円９５％３，６１５万円３，８２３万円公 共 用 地 先 行 取 得 事 業
３３％１，３５０万円１４５％６，０２７万円４，１５３万円母子寡婦福祉資金貸付事業
９１％３６０億３，２８５万円８４％３３１億６，９６６万円３９６億１，３０５万円老 人 保 健 医 療 事 業
９０％２４８億６，７８２万円８３％２２８億７，３９１万円２７６億８，０２８万円介 護 保 険 事 業
９２％３３９億６，７１６万円８３％３０９億２，００１万円３７０億６，３９３万円国 民 健 康 保 険 事 業
１００％７億１，０２９万円９３％６億６，３６５万円７億１，１８５万円企 業 団 地 造 成 事 業
８４％２億１，４４２万円６１％１億５，５８０万円２億５，４０２万円牛岳温泉健康センター事業
６８％１億　５７２万円７３％１億１，３３７万円１億５，５８４万円牛 岳 温 泉 ス キ ー 場 事 業
９７％１３６億３，８１０万円１００％１３９億３，２６４万円１３９億９，７３９万円競 輪 事 業
７３％２億９，８２６万円４０％１億６，０６８万円４億　６３９万円農 業 共 済 事 業
８６％１７億５，０６０万円３４％６億９，２８６万円２０億３，２９２万円農 業 集 落 排 水 事 業
９４％３億３，１１７万円６９％２億４，２２２万円３億５，２５３万円中 央 卸 売 市 場 事 業
８５％２９９万円６３６％２，２４５万円３５３万円分 譲 住 宅 ・ 分 譲 宅 地 事 業
７２％１億９，０９５万円９１％２億４，３３４万円２億６，６２３万円賃 貸 住 宅 ・ 店 舗 事 業
９３％１，３７７億８，７７６万円８７％１，２９０億６，１２４万円１，４８４億９，５１７万円合　　　　　　　　　　計

富山市の財政状況

～　市有財産などの状況　～
面　　　　積金　　　　額区 分

―１７６億２，４５０万円基 金
―５８億５，２３２万円有 価 証 券 等

４３，０９３，８７７．９１㎡１，６２８億７，９６３万円土 地
１，７５８，７１８．３６㎡２，０６７億９，９９６万円建 物

※土地の金額は、固定資産評価額で、道路・水路・漁港関係を除きます。

市有財産

金　　　　額区 分
２，０７５億９，３４３万円一 般 会 計
１９８億８，３２０万円特 別 会 計
２，２０２億６，９２８万円企 業 会 計

市債現在高
金　　　　額区 分

０円一 般 会 計
０円特 別 会 計

１億６，５００万円企 業 会 計

一時借入金

企 業 会 計

平成20年度事業概要平成20年度当初予算額収入・支出率収入 ･支出済額平成19年度予算額区　　分会計名

１６５，０２２ 栓　
４７，４６７，２８１ �　
１３０，０４７ �　

給水栓数
年間総給水量
１日平均給水量

７８億９，８４４万円１０１％７１億７，５１５万円７１億２，５２６万円収益的収入
水 道
事 業

７１億９，６５１万円９８％７１億５，９９１万円７３億２，２２６万円　〃　支出
７６億１，９３４万円９１％７６億２，３１４万円８３億３，９８９万円資本的収入
１１９億９，７５２万円９３％１１９億８，６１５万円１２９億５，４４５万円　〃　支出

１８ 事業所
３１，６４５，５００ �　
８６，７００ �　

給水事業所数
年間総給水量
１日平均給水量

４億５，７１２万円１０２％４億４，６３６万円４億３，５９３万円収益的収入
工業用
水 道
事 業

４億４，６５９万円１００％３億５，８５５万円３億５，８４６万円　〃　支出
１，０００万円１０１％１億２，１７６万円１億２，１１３万円資本的収入

１億１，０６９万円８３％３億５，２６０万円４億２，４０５万円　〃　支出

１０４，３８３ 戸　
５４，０２９，４５１ �　
１４８，０２６ �　

水洗化戸数
年間総処理水量
１日平均処理水量

１４２億７，２３９万円１００％１３４億８，７９８万円１３４億８，２７５万円収益的収入
公 共
下水道
事 業

１３９億７，６１１万円９９％１３８億１，４５０万円１４０億１，３５５万円　〃　支出
１９３億１，８２４万円９７％１３５億８，１１１万円１４０億　３００万円資本的収入
２５３億６，５００万円９８％１９４億２，７６２万円１９８億６，２７１万円　〃　支出

６２６ 床　
５０２ 人　

１，０６０ 人　

病床数
１日平均入院患者数
１日平均外来患者数

１１２億８，９０７万円９２％１０４億３，８５９万円１１２億９，３４７万円収益的収入
病 院
事 業

１１２億６，７６８万円９８％１１３億５，１１８万円１１５億８，７０１万円　〃　支出
１２億３，８６３万円９７％３０億６，２３３万円３１億４，３４３万円資本的収入
２０億９，８６２万円９８％３９億１，４７６万円４０億　８１３万円　〃　支出

９６ 人　
８８，０５０ 人　
２４３ 人　

宿泊定員 
年間利用者数
１日平均利用者数

２億３，６１９万円５８％１億４，５５７万円２億５，１１１万円収益的収入
国 民
宿 舎
事 業

２億３，６１９万円９０％２億２，６８０万円２億５，１１１万円　〃　支出
２，２４５万円１００％２，１９８万円２，１９９万円資本的収入
２，２４５万円１００％２，１９８万円２，１９９万円　〃　支出
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 保健所衛生検査課　�４２８－１１５４

　レバ刺し、ユッケや鶏肉の刺身・たたきなどの肉の生食や ､焼肉 ､バーベキューなどでの加熱不足の肉
などは食中毒の原因となることがあります。

　気温や湿度が高くなる今の季節は、食中毒菌の動きが活発になり、食中毒にかかる可能性が高くなり
ます。特に、鶏肉、鶏卵などを原因とするサルモネラ食中毒、ひき肉、レバーなどを原因とする、腸管出血
性大腸菌やカンピロバクターによる食中毒の発生に注意が必要です。
　昨年は、肉やレバーなどの食肉を加熱調理しないで食べたり（生食）、加熱不十分な状態で食べたり
したことから、腸管出血性大腸菌「 Ｏ 157」や「カンピロバクター」が原因となる食中毒が多く発生し

オー

ました。特に「Ｏ157」は、幼児や高齢者など体の抵抗力が弱っている人が感染すると重症になること
もあり、大変注意が必要です。
　このような食中毒を予防するため、食肉について正しい知識を持ちましょう。

４ － 平成２０年（２００８年）６月２０日発行

主な原因食品

レ バ 刺 し 鶏肉の刺身・たたき

�主な症状は、下痢、腹痛および発熱です。潜伏期間が長く、食べてから２～７日後（平均２～５日）に発
症します。

�Ｏ１５７、カンピロバクターとも、１０℃以下の低温でも長期間存在し、少量の菌で発症するという特徴があ
りますが、加熱・乾燥に弱いので、７５℃１分以上の加熱で殺菌することができます。

特　　徴

　食中毒予防の３原則「菌をつけない（洗浄）・増やさない（冷蔵・冷凍保存）・やっつける
（加熱殺菌）」を心がけて食中毒の予防に努めましょう。
�手指はこまめに洗いましょう。
�肉を扱った調理器具は洗剤で洗ったあとに、熱湯などで消毒してから他の調理に使いましょう。
�生鮮食品は買い物から帰ったらすぐに冷蔵庫に入れましょう。
�肉の生食は避け ､十分に加熱して食べましょう。また、肉を焼くときの取り箸、トング（食材をはさむ
調理器具）などは専用のものを使いましょう。

予　防　法

食中毒かな？と思ったら、まずは医師の診断を受けましょう。


